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　人と人とが直接つながりを持つのが困難な状況でも、ボランティア・地域活動を止めないために様々な人々が努力を続けて
います。ICTなどを使った新しい工夫や、新たに生まれた課題に対する取り組みも生まれています。新型コロナウイルス以降、
私たちの生活様式が変わるように、ボランティア・地域活動も変化しつつありますが、地域の多様な出来事に対して住民同士
が学び合い、対話し合い、主体的な活動につなぎながらよりよい地域を創りたいという想いはきっと変わらないはずです。
　ウィズコロナの時代、地域のつながりを切らないための様々な取り組みとそれを下支えする地域福祉コーディネーターを紹
介します。

地
域
の
困
り
ご
と
か
ら
発
信

す
る
様
々
な
取
り
組
み

思
い
や
り
つ
な
が
る

支
え
愛
マ
ス
ク
（
木
曽
町
）

地
域
の
方
や
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ロ
ン

に
参
加
す
る
方
々
が
、
手
作
り
マ
ス
ク
を
社
協

に
寄
付
し
て
く
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
お
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
、
見
守
り
・
安
否
確
認
を
兼
ね

て
、
社
協
職
員
や
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢

者
宅
へ
お
届
け
す
る
際
に
直
接
手
渡
し
し
て
お

話
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
ポ
ス
ト
へ
お
届
け
（
ま
た

は
郵
送
）
し
て
い
ま
す
。
直
接
会
っ
て
お
話
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
で
、
心
配
な
方
へ
は
お

電
話
し
て
安
否
確
認
し
た
り
、
郵
送
し
た
マ
ス

ク
に
「
不
安
や
困
っ
た
こ
と
、
誰
か
と
話
し
た

い
と
き
に
お
電
話
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
添
え
ま
し
た
。

マ
ス
ク
が
届
い
た
方
か
ら
お
礼
の
電
話
が
来

る
の
で
、
様
子
を
伺
っ
た
り
感
謝
さ
れ
て
い
た

様
子
を
作
り
手

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
作

れ
な
い
け
ど
布

は
あ
る
の
で
、
作

れ
る
人
に
渡
し

て
ほ
し
い
と
布
の
寄
付
も
あ
り
ま
し
た
。
間
接

的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
協
が
仲
介
と
な
っ
て

住
民
の
方
々
の
思
い
や
り
が
つ
な
が
っ
て
い
く

と
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
を
共
有
し

復
興
に
つ
な
が
る
実
感
（
長
野
市
）

昨
年
の
台
風
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
長

野
市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
の
足

か
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
も
そ
の
一
つ
。
今
回
の
災
害
で
農
業
を

辞
め
ら
れ
た
方
々
も
一
定
数
い
る
中
、
畑
が
管

理
で
き
な
く
な

り
草
が
伸
び
放

題
の
土
地
が
多

く
、
区
長
や
組

合
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
何

度
も
打
ち
合
わ

せ
、
地
区
や
住

民
が
共
通
の
課
題
を
意
識
し
、
解
決
策
を
話
し

合
い
、
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
詳
細
は「
り
ん
ご
通
信
」（
本
号
４
頁
）に
掲
載
。

マスクを受け取った方がつくったお礼のお手紙

住民が課題を共有し、解決策を検討

マ
ス
ク
に
添
え
る
絵
手
紙
を

書
い
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん

社
協
職
員
が
マ
ス
ク
を

手
渡
し
し
て
、
作
り
手

の
想
い
も
届
け
ま
す

▶︎
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地
域
の
出
来
事
を
共
有
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
学
び

紹
介
し
た
取
り
組
み
に
は
地
域
の
学
び

の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
町
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
何
か
し

た
い
と
い
う
想
い
を
社
協
の
既
存
の
活
動

と
併
せ
な
が
ら
お
互
い
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
る
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

長
野
市
で
の
活
動
に
は
、
被
災
地
か
ら

の
復
興
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
関
わ
り
、
課

題
を
共
有
す
る
学
び
か
ら
主
体
的
に
課
題

解
決
に
取
り
組
む
気
持
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
号
の
７
頁
（
お
ら
ほ
の
縁
パ

ワ
ー
活
動
）
で
は
、
阿
智
村
で
の
住
民
と

の
学
び
か
ら
生
ま
れ
た
「
ね
や
ね
や
亭
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
取
り
組
み
に
共
通
す
る
点
は

①
関
わ
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
信
じ
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
②
取
り
組
み
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
に
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
出
来
事
や
取
り
組
み
か
ら
ど
ん

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
を
地
域
と

共
有
す
る
こ
と
が
大
き
な
「
学
び
」
の
機

会
と
な
り
、
こ
う
し
た
機
会
を
丁
寧
に
設

け
る
こ
と
も
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
大
切
な
役
割
で
す
。

地
域
と
地
域
の
学
び
を

支
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

地
域
住
民
に

寄
り
添
い
様
々
な

相
談
を
受
け
止
め

る
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

対
象
と
し
た「
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
総
合
研

修
」の
第
１
回
を
８
月
７
日
に
開
催
。初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

地
域
活
動
を
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、講
師

の
市
川一
宏
先
生（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）

よ
り「
靴
に
足
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、足
に

靴
を
合
わ
せ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
す
で
に

地
域
に
あ
る
活
動
を
活
か
し
な
が
ら
、い
ま
地

域
に
必
要
な
も
の
を
考
え
、住
民
と
学
び
合
う

場
を
設
け
る
こ
と
が
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
は
大
切
。０（
ゼ
ロ
）か
１
０
０
で
は
な

く
、１
か
ら
99
の
可
能
性
で
で
き
る
こ
と
を
住
民

と一
緒
に
考
え
よ
う
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

学
び
続
け
る
地
域
を

と
も
に
創
る

参
加
者
は「
こ
の
状
況
で
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
の
意
義
を
余
計
に
感
じ
る
」「一緒

に
頑
張
れ
る
仲
間
が
で
き
た
」「
地
域
が
主
体
に
な

り『
や
っ
て
み
た
い
』と
思
え
る
よ
う
に
関
わ
り
た

い
」な
ど
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
開
催
の
中
で

講
義
の
意
図
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
は
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
地
域
と
人
のつ
な
が
り
に
大
き
な
問
い
を
投
げ

か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
問
い
か
け
に
諦
め
る
の
で
は
な
く
地
域
と
の

対
話
を
通
じ
て
、

学
び
と
実
践
の

機
会
を
創
る
現

場
の
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
は
？

３会場をオンラインでつないで実施

オンラインで参加者にエールを送る
市川一宏教授（ルーテル学院大学）

ニーズ把握
機能

相談窓口
機能

問題解決
機能

地域住民
への

エンパワメント
機能

ネット
ワーキング
機能

地域
組織化
機能

地域の
支援システム
機能

地域の福祉・生活課題が
多様化している中で、
地域住民等がそれらの
課題に気づき、ともに力を
合わせて支え合う地域を
創るために取り組む
７つの機能を有する

人材。

いまできるボランティア・地域活動
コロナ禍でも参加できるボランティア・地域活動などを紹介します。

■地域まるごとキャンパス
https://peraichi.com/landing_pages/view/
marugotocampus

学生の学び・体験・参加を応援するプロジェクト。活動者や
地域団体と地域課題解決に向けて活動していきます。
[問合せ]長野市市民協働サポートセンター

（026-223-0051 / npo@nagano-shimin.net）

■未来のゆたかなつながりアクション
https://tunagari-action.jp/

新型コロナウィルス下での“つながり”をあきらめな
い地域福祉・ボランティア活動交流サイト。
[問合せ]https://tunagari-action.jp/contact/

■今できるボランティア情報局
http://www.nsyakyo.or.jp/post-23.php

地域住民と一緒にコロナと向き合いながら県内各地
での活動を紹介。
[問合せ]長野県社協まちづくりボランティアセンター

（026-226-1882 / vcenter@nsyakyo.or.jp)
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りんご通信
令和元年東日本台風災害 復興の取り組み

共有地草刈りボランティア活動（千曲川広域支援サテライト）
８月８日、９日の両日、長野市長沼地区津野区の共有地で、初日は

社会福祉法人から３名、2日目は市内の企業やパルセイロ等から１３
名が参加し、草刈りボランティア活動を行いました。

津野区は昨年の台風で大きな被害に見舞われ、このことをきっか
けに農業を辞められた方々も多くいます。また、畑が管理できなくな
り草が伸び放題の土地も多く、住民から困っていると声が挙がる一
方、地元の共有地組合だけでは管理が難しくなっていました。

そこで、区の役員や共有地組合、地元住民で結成した活動団体と
打合せを重ねました。本来であれば、親族や農業公社等に依頼をし
ているところですが、頼るところが無く、緊急性の高い土地を選定
し、今回は特別にボランティア活動で予定していた約１ヘクタールを
刈り終えることができました。

ボランティアの力は強く、今回は本当に助かりましたが、まだま
だ、草刈りが必要な土地は多く、全てをボランティア活動で行うこと
はできません。今回のように地区や住民が共通の課題を意識し、各
地区で解決策を話し合い、地区で協力して足りない部分を継続的に
担える仕組みづくりが重要だと感じました。

共有地組合員が刈払機の操作の注意点を伝えている。

約３メートルの草を刈っている。

実践目標③「身近な地域で共生社会の実現を目指して」
一人ひとりの個性を尊重する居場所づくりと、誰もが活躍できる役割づくりをご近所福祉
で実践します。

小
・
中
学
校
圏
域

市
町
村
域

県
域
等

企業
商店

ボラン
ティア

学校
PTA

社会福祉法人
NPO

ご近所
自治会

民生委員
児童委員

地区社協
地区福祉組織

老人クラブ
子ども会

住民が主体的に地域課題を把握して
解決を試みる体制づくり

居場所と役割
地域福祉のコーディネーター

住民主体の地域活動の推進、
地域ニーズ把握、社会資源の
発掘

多様な分野との
協働プラットフォームづくり

地域福祉コーディネーター
総合研修の充実

長野県地域福祉支援計画、
ふっころプランの推進

地域福祉計画・地域福祉活動
計画の策定、改定及び住民・
福祉関係者の参加促進

地域福祉のコーディネーター
の配置、養成、活動支援

◎居場所と活動拠点の発掘、連
携促進
◎共同募金をはじめとする民間
財源の活用と寄附文化の醸成

◎福祉各分野共通の研修体系の検討
◎社会教育との連携強化
◎コーディネーター同士の連携の
場づくり

◎県域、広域でのフォーラムの
開催

◎各地域の実践の情報発信

取組イメージ

信
州
ふ
っ
こ
ろ

プ
ラ
ン

ｖｏ
ｌ
．❷  

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

長
野
県
地
域

福
祉
活
動
計
画

進
め
！

地
域
住
民
は
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
力
を
引
き
出
し
下
支
え
す
る

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私たちの使命Ⅱ 「ともに創る」を実践する
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県社協情報局

介護支援専門員（ケアマネジャー）の資格を取得するには、都道府県が実施する介護支援専門員実務研修受
講試験に合格した後、所定の研修を修了し登録申請する必要があります。資格証が交付されると、介護支援専
門員として勤務が可能になります。

第22回介護支援専門員実務研修受講試験（令和2年3月8日実施）の合格者150名に対する実務研修（前期
課程）が7月1日から始まりました。９月以降の後期課程の研修は、今般の感染症拡大に鑑み、受講方法をオン
ライン方式に代替して実施します。（長野県指定研修実施機関＝長野県社会福祉協議会）

ケアマネ研修情報センター

介護支援専門員実務研修が始まりました。

介護支援専門員証交付
（有効期間：5年間）

介護支援専門員実務研修の受講
（受講時間：87時間以上）

【試験合格者】

介護支援専門員実務研修受講試験

介護支援員の登録者数
13,805 人
うち有効資格者数
6,784 人

（令和2年 8月7日時点 /長野県）

※介護支援専門員証の更新のためには、
所定の更新研修を修了する必要が

あります。

介護支援専門員登録簿／登録
（研修修了後 3か月以内に申請）

ケアマネジャー

地域共生社会を見据えたケアマネジメント
　高齢の親と無職独身の50代の子が同居する

「8050」や、介護と育児に同時に直面する「ダブル
ケア」など、介護に併せて多様な生活課題が混在し
ています。
　研修では、医療・介護の連携や介護を行う家族に
対する支援に加え、地域共生社会への対応を見据
えたケアマネジャーの資質向上を目指します。

地域づくりとケアマネジャー
　要介護（支援）状態になっても、
住み慣れた地域で自分の力を行使
しながら生活できるように、地域づ
くりも含めた支援ができる介護支
援専門員となり、各地域で活躍して
ほしいと願っています。

第23回（令和2年度）長野県介護支援専門員実務研修受講試験
〔試験日：令和2年10月11日（日）実施予定〕

お問合せ先：長野県社会福祉協議会ケアマネ研修情報センター（TEL 026－226－2000）

小林広美 氏（特定非営利活動法人長野県介護支援専門員協会会長）
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下伊那郡阿智村駒場地区でこども食堂「ねやねや亭」が始まったのは2018
年8月。「ご飯を食べながら、いろんな世代が交流できるみんなの居場所をつ

くろう」と住民が立ち上がり、活動をスタートしました。

はじまりは住民の学習活動から
2017年5月に同村内で開催された「あち自由大学」で、7家庭に1家庭が貧困であることを学んだ参

加者同士が「阿智村にも全国・都市部と変わらない問題がある」「このまま放っておいてもいいのか？」
「なんとかして負のサイクルを断ち切りたい」という思いを共有し、引き続き学習活動を進めました。
その結果、村づくり委員会制度（住民活動を支援する村事業）を利用し「こども応援隊」を立ち上げ、で
きることから実行しようと、こども・親・高齢者だれでも気軽に来れる食堂を目標に、中学校の制服リ
ユースと併せてこども食堂に取り組むこととなりました。
こども食堂「ねやねや亭」オープン！

「ねやねや亭」と命名されたこのこども食堂、中心スタッフ
の芹澤恵美さんが運営するゲストハウス「みんなのいえ」を
活用し、毎月1回開くこととしました。「ねやねや」とは下伊那
地域の方言で、人が一箇所に集まる様子を指します。ここに
は村内外のこどもも大人も毎回誰彼なく集まり、宿題をした
り遊んだり、温かいご飯を食べながら大家族のような時間を
過ごしています。「こども応援隊」代表の林茂伸さんは「こども
がたくさん集まり、『ねやねやしてほしい』との思いで命名し
たが、その中で貧困家庭の子も気楽に参加し、自由に過ごせ
るようにしたい」と話します。2019年4月からは月にもう1回開

催を増やし、また同年6月からは阿智高校ボランティア部の生徒が運営に関わっています。また個人ボ
ランティアの関わり、企業による食材提供や活動資金補助の申し出
など、着実に活動が広がっています。

「住民は自ら動く」それをどう引き出すか？
「ねやねや亭」立ち上げの原動力となったのが「住民の自発性」、そ

して行政等の支援体制です。なぜ住民は自発的に動いたのか？林さ
んは「（コーディネーターが）住民に寄り添い、地域課題を明らかにし
た上で整理し、見通しを説明すれば、住民は自発的に動き出すよ」と、
明快に話しています。

「学びの場」が住民自治の根本
飯田下伊那地域はかつて「下伊那テーゼ」を生み出し、住民の学習活動

を地域づくりの核に据えるなど公民館活動が盛ん。阿智村でも「社会教育
研究集会（社教研）」などの場で住民自身が学んで活動を起こし、それを行
政・社協等が後方支援しています。阿智村社協も社教研の分科会に携わ

り、誰でも悩み事や困り事を話せる場（はぐカフェ）が立
ち上がった例もあります。村内バス路線や交通弱者問
題を考える住民学習会では、社協が地域のサロンや戸
別訪問で当事者から聞き取った生の声を伝え、学びの
深化に貢献しました。ねやねや亭の事例も、学びの場が
住民自治の根本であることを示しています。

住民力を引き出すための「学習活動」とは？
～阿智村「ねやねや亭」から学ぶ～

◀︎阿智村の実践については「自治が育つ学びと協働　南信州・阿智村」（自治体研究社発行）もご参照を

今年1月には「大道芸人オマールえび」さんも参
加し、大変盛り上がりました

こどもも大人もみんなでねやねやして過ごします

あちサポートネットワーク こども応援隊　TEL.0265-49-8401
https://www.facebook.com/achisapo/お問い合わせ先

社教研には村社協も携わっていますが、社協の
名札を外し、ひとりの地域住民として積極参加
する職員も多い
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　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

『聖句』　

作者：M（ペンネーム） 50代男性　北安曇郡在住

Mさんは長い間心の中を吹き荒れる嵐に翻弄
され、入退院を繰り返し苦労されてきた。住所地
にある地域活動支援センターへ調子が良ければ
通ってくる。月に一回のアート活動の墨遊びで、い
つも持ち歩いている聖書の中から、山上の垂訓と

いう有名なキリストの言葉の中の『あわれみふかい人はさいわいです。そのひとはあわれみをうける
から』と書いていただいた。この言葉の意味よりもそれをきっかけに冗談を言い合い、日頃の生活
を笑いあいながら語り合う、そのことが素敵だ。重い障害ゆえたどたどしく語り、又筆を持つ手も
震えてしまう。書き終わったMさんはとても満足そうだ。
墨のたどたどしく震える墨痕の線に、Mさんのこれまでの苦労の人生が表れているかのようだ。
そしてよれよれになった聖書はMさんの心のよりどころなのだ、と思う。

（ながのアートミーティング　取材）

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

Ｑ　

今
回
、防
護
服
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

か
が
で
し
た
か
。

Ａ　

こ
の
お
仕
事
自
体
、今
ま
で
や
っ
て
い
た
よ
う
な

作
業
で
は
な
く
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
所
と
し
て
も
い
ろ
ん
な
仕
事
に
取
り
組
む
こ

と
で
、作
業
の
幅
や
ス
キ
ル
が
上
が
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
中
に
は
、こ
の
作

業
自
体
を
気
に
入
っ
て
、集
中
し
て
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。事
業
所
と
し
て
も
、日
々
ス

タ
ッ
フ
が
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
作
業
工
程
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
考
え
た
り
と
、全
員
で
毎
日
進

化
の
日
々
で
す
。

Ｑ　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、あ
ん
ど
わ
ー
く
さ
ん
に

と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
事
業
所
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
、常
に
問
い
が
あ
り
ま
す
。こ
の
作
業
を
始
め
て
み

て
、メ
ン
バ
ー
さ
ん
も
役
に
立
て
て
い
る
と
か
、社
会
貢

献
と
し
て
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
感
じ
て
く
れ
て
い

て
、全
体
と
し
て
も
有
用
感
が
上
が
っ
た
と
い
う
雰
囲

気
を
感
じ
、良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、災
福
ネ
ッ
ト（
長
野
県
災
害
福
祉
広
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
）等
が
実
施
す
る
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
用
の
防
護
服
の
確
保
を
、

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
仕
事
づ
く
り
に
つ
な
げ

た「
防
護
服
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
て
い
る
、就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
あ
ん
ど
わ
ー
く
所
長
の
清

水
ち
か
子
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Ｑ　

こ
の
４
、５
か
月
間
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は
い

か
が
で
し
た
か
。

Ａ　

一
番
は
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
精
神
的
な
不
安
定

さ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
「
緊
急
事
態
宣
言
っ
て

何
？
」
と
か
、
「
い
つ
終
わ
る
の
？
」
と
い
っ

た
社
会
状
況
の
変
化
に
対
す
る
質
問
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
丁
寧
に
説
明
す
る
な
ど
、
そ
の
都

度
相
談
支
援
を
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ　

実
際
の
作
業
に
は
影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

昨
年
に
比
べ
て
、
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
稼
働
率

は
上
が
り
ま
し
た
が
、
作
業
量
は
間
接
的
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
、
封
入
・
封
か
ん
の
作
業

予
定
が
な
く
な
っ
た
り
、
受
注
先
の
イ
ベ
ン
ト
中

止
に
よ
り
梱
包
作
業
が
な
く
な
っ
た
り
と
、
仕
事

そ
の
も
の
が
減
っ
て
し
ま
い
、
メ
ン
バ
ー
さ
ん

の
シ
フ
ト
へ
そ
の
ま
ま
影
響
し
ま
し
た
。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

webでも
ご覧になれます

作業中は集中力が上がります。

社会福祉法人信濃福祉施設協会
就労継続支援B型事業所　あんどわーく（長野市）

左から　清水ちか子さん、柳澤　真さん、荒井早智さん

共同で作業する場面も多いです。

開所から４年目。メンバーさんが一歩一
歩前に進めるよう寄り添っていきます。

一緒に作業をしながら、不安や心配なこ
とに気をかけます。
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